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６月

　５日（水）	 江津湖ゆうぐれ練習会　：集合 18：00  ばってんの湯（湖畔通り約７～ 8 キロ）

	 ※毎週水曜日に開催。　　　担当　倉岡・斉藤

　９日（日）	 運動公園練習会（５キロ、１０キロ　タイム計測）

	 集合場所　：　運動公園ジョギングコース　スタート地点

	 集合時間　：8 時：00 分　　担当　小牧　平野　石松 他

１２日（水）	 夕運動公園夕暮練習会   19：00 集合　パークドーム室内プール横

	 担当　小牧・　吉次

１６日（日）	 江津湖スローロングラン　（２時間持久走）

	 湖畔通り及び下江津湖ジョギングコース（１周 1300 ｍ）の持久走

	 （詳細は 5 月号企画だより）

	 集合場所　下江津湖広木公園（江津湖管理棟前）

	 集合時間　9 時００分　　担当　倉岡・吉次 ・小牧・石松

１９日（水）	 幹事会

２３日（日）	 緑川ロングラン　（距離約３４キロ）

	 ばってんの湯　６時００分集合　　　担当　倉岡・石松

７月

　３日（水）	 江津湖ゆうぐれ練習会　：集合 18：00  ばってんの湯（湖畔通り約７～ 8 キロ）

	 ※毎週水曜日に開催。　　　担当　倉岡・斉藤

　７日（日）	 運動公園練習会（５キロ、１０キロ　タイム計測）

	 集合場所　：　運動公園ジョギングコース　スタート地点

	 集合時間　：8 時：00 分　　吉次・小牧

１０日（水）	 夕暮練習会   19 時 00 分集合　パークドーム室内プール横

	 担当　小牧・吉次

２１日（日）	 熊本城二の丸広場集合ラン＆ウォーク

	 集合場所  ：熊本城二の丸広場大楠

	 集合時間  :　9 時 00 分

	 出発地   ：自宅（コース自由）　担当　石松　　（詳細は企画だより）

２４日（水）	 幹事

８月

　４日（日）	 走ろうの日ラン＆祝賀会　（詳細は次号企画だより）

　７日（水）	 江津湖ゆうぐれ練習会　：集合 18：00  ばってんの湯（湖畔通り約７～ 8 キロ）

	 ※毎週水曜日に開催。　　　担当　倉岡・斉藤

１１日（日）　   緑川スローロングラン　（距離約３４キロ）

	 ばってんの湯　６時００分集合　　　　担当　倉岡・石松

１４日（水）	 夕暮練習会

	 集合時間　１９時００分　　　集合場所　運動公園パークドーム内　プール横

	 担当　小牧・吉次

１８日（日）	 運動公園スローロングラン

	 8 時 00 分スタート 　集合場所　　運動公園ジョギングコース、元売店前

	 担当　小牧・吉次

　　日（　）	 幹事会

２５日（日）	 瀬の本高原マラソン（詳細は次号企画だより）
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◎�7月23日（日）　熊本城二の丸広場集合ラン＆ウォーク

昨年に続いて２回目となる「熊本城二の丸広場集合ラン＆ウォーク」はこれまでの練習会の

ように、決められた時間にスタート地点に集合し、それから準備運動を行い集団でランニン

グを開始するというものではありません。スタート地点は自宅、そして集合場所がゴール（ラ

ンで帰る人は折り返し地点）。勿論、途中バスや電車を利用するもよし、遠回りして距離を稼

いで二の丸広場に来るもよし、体力や走力、その時の気分次第でコースを決めて午前９時に

震災普及工事最中の熊本城天守閣を仰ぎ見る二ノ丸広場で元気にお会いしましょう。

尚、集合した後、我熊本走ろう会の副会長であり、県下屈指の起業家であり事業家の甲斐社

長に講師をお願いし「いだてん、商いの道、経営の原点を考える」という題でミニ講演が予

定されています。商いのコツと人生を楽しく豊かに暮らすコツの共通点等々、生きるヒント

となる興味深いお話が拝聴できるかと思います。またとない機会にご近所、友人お誘いのう

え多く参加を求めます。但し当日の気象状況（例えば猛暑）や講師都合（例えば二日酔い）

等により題目の変更或は中止の可能性あり。

☆　種　　目	 ラン＆ウォーキング　　（小雨決行、雷雨中止）

☆　距　　離	 それぞれ

☆　コ ー ス	 自由（その時の気分次第）

☆　集合場所	 熊本城二ノ丸広場中央大楠の木陰

☆　集合時間	 9時00分

☆　最寄りの交通	 バス停「交通センター」から約1ｋｍ

	 JR上熊本駅から最短　1.5ｋｍ

	 JR熊本駅から最短　約3ｋｍ

☆　近くの飲食	 新装「熊本駅」飲食街　約2ｋｍ　（11時から営業）

	 マクドナルド新市街店　約1ｋｍ　（24時間営業）

	 ジョイフル上熊本店　　約1ｋｍ　（24時間営業）

☆　近くの温泉	 「城の湯」集合地点から約0.5ｋｍ （但し営業10：30 ～）

☆　参加費用	 無料

☆　事前の参加申込み不要　（担当　石松）

企画だより（参加者募集）

走
昨年の「熊本城二の丸集合ラン＆ウォーク」



　熊本走ろう会 4

第
四
六
回
金
栗
四
三
翁

墓
参
マ
ラ
ソ
ン
＆
い
だ

て
ん
関
連
施
設
見
学

平
野
　明
美

（
会
員
番
号
九
八
五
号
）

　

昭
和
四
十
七
年
第
一
回
金
栗
先
生
宅
訪

問
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
マ
ラ
ソ

ン
は
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
に
は
、
訪
問

マ
ラ
ソ
ン
、
同
年
十
一
月
十
三
日
逝
去
に

伴
い
、
十
二
月
追
悼
マ
ラ
ソ
ン
が
、
行
わ

れ
た
。
今
年
は
、
年
号
が
平
成
か
ら
令
和

に
か
わ
り
、
十
連
休
。
ま
ず
は
、
金
栗
翁

の
墓
前
に
参
り
ご
挨
拶
し
て
生
家
へ
の
ラ

ン
と
し
た
。

　

お
墓
の
あ
る
小
田
地
区
で
は
、
朝
早
く

に
も
関
わ
ら
ず
、
玉
名
の
藏
原
市
長
、
船

津
区
長
の
出
迎
え
と
挨
拶
が
あ
り
、
区
長

さ
ん
手
作
り
の
あ
く
巻
を
ご
ち
そ
う
に

な
っ
た
。
今
か
ら
走
る
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ

て
は
、
あ
り
が
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
給

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
温
か
い
接
待
は
、
長
年
に

渡
る
熊
本
走
ろ
う
会
諸
先
輩
方
と
地
元
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
。
そ
し
て
、
金
栗
翁
の

お
人
柄
に
よ
る
と
、
改
め
て
感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
に
な
っ
た
。

　

ラ
ン
組
は
、
三
十
五
名
。
昭
和
十
三
年

生
ま
れ
の
八
十
歳
、
出
田
会
長
を
筆
頭
に

七
十
歳
代
が
十
二
名
と
さ
す
が
熊
本
走
ろ

う
会
。
日
頃
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
成
果
が
あ

り
、
二
十
五
キ
ロ
の
長
丁
場
で
あ
る
も
、

全
員
完
走
が
出
来
た
。
実
家
に
帰
る
道
は
、

緩
や
か
な
登
り
が
続
く
。
後
半
疲
れ
が
出

て
き
た
と
思
う
が
、
八
十
歳
の
会
長
の
頑

張
る
姿
を
見
て
、
落
伍
は
出
来
な
い
と
頑

張
っ
た
ラ
ン
組
も
い
た
と
聞
い
た
。
医
療
・

福
祉
の
現
場
で
長
年
働
い
て
き
た
私
に
と

り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、
健
康
長
寿
に
寄
与

す
る
と
更
に
確
信
し
た
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
金
栗
四
三
翁
が
玉

名
中
学
の
時
、
週
末
は
、
必
ず
実
家
ま
で

走
っ
て
戻
り
、
実
次
兄
が
仕
事
を
し
て
い

る
畑
に
行
き
手
伝
っ
た
。
そ
し
て
、
日
曜

日
は
、
夕
方
五
時
半
の
門
限
に
間
に
合
う

よ
う
畑
仕
事
を
し
た
の
ち
玉
中
ま
で
走
り

帰
っ
た
コ
ー
ス
に
近
い
。
片
道
五
里
で

あ
っ
た
。
今
回
は
、
南
関
第
三
小
学
か
ら

い
だ
て
ん
通
学
路
を
走
る
た
め
、
後
半
、

菊
池
川
か
ら
離
れ
た
が
、
金
栗
少
年
が

走
っ
た
コ
ー
ス
は
、
野
田
地
区
に
通
じ
る

県
道
一
九
四
線
と
思
わ
れ
る
。
菊
池
川
の

土
手
を
一
部
走
る
コ
ー
ス
が
取
れ
、
森
林

浴
を
し
な
が
ら
気
持
ち
の
良
い
コ
ー
ス
で

も
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ス
を
ま
っ
す
ぐ
進
む

と
七
郎
神
（
性
・
腰
）
に
た
ど
り
着
く
。

玉
中
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
と
し
て
走
る
の
も
楽

し
い
か
と
思
う
。
走
っ
て
二
十
キ
ロ
の
生

家
で
は
、
横
断
幕
を
掲
げ
て
の
出
迎
え
が

あ
っ
た
。
又
、
沿
道
で
は
、
二
か
所
で
住

民
の
、
出
迎
え
と
激
励
の
拍
手
が
あ
り
ラ

ン
ナ
ー
と
の
笑
顔
の
会
話
も
見
え
後
半
の

疲
れ
が
和
ら
い
で
い
た
。

　

生
家
前
で
は
中
村
地
区
の
小
山
さ
ん
か

ら
歓
迎
の
挨
拶
と
説
明
が
あ
り
、
記
念
の

写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
昨
年
と
違
い
飲
食

ブ
ー
ス
が
あ
り
、
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
・
か

か
し
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
・
駐
車
場
整

備
・
と
僅
か
の
期
間
で
整
っ
て
い
た
。ゴ
ー

ル
は
、
金
栗
四
三
ミ
ュ
ジ
ア
ム
前
。
そ
こ

に
は
、
昨
年
共
に
墓
参
マ
ラ
ソ
ン
で
走
り
、

コ
ー
ス
の
案
内
役
を
さ
れ
た
和
水
町
役
場

の
鍋
島
さ
ん
が
、
熊
本
走
ろ
う
会
の
為
、

ゴ
ー
ル
の
横
断
幕
を
準
備
。
小
雨
の
降
る

中
待
機
が
あ
り
、
共
に
完
走
の
充
実
感
を

共
有
で
き
大
変
有
難
く
思
っ
た
。

　

バ
ス
組
は
、
墓
参
を
済
ま
せ
た
後
、
話

題
の
い
だ
て
ん
大
河
ド
ラ
マ
館
へ
直
行
。

視
聴
率
は
、
低
い
そ
う
だ
が
、
中
村
勘
九

郎
さ
ん
の
熱
演
や
郷
土
の
俳
優
が
多
数
出

演
し
、
熊
本
の
方
言
を
、
大
河
ド
ラ
マ
中

で
ふ
ん
だ
ん
に
聞
き
、
近
親
感
が
沸
く
。

近
代
の
偉
人
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
金

栗
四
三
翁
は
、
来
年
あ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
し
、
ま
さ
に
加
納
治
五
郎
校

長
か
ら
の
言
葉
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

の
き
っ
か
け
を
築
い
て
欲
し
い
《
黎
明
の

鐘
》
に
な
っ
て
く
れ
の
訓
導
を
一
生
か
け

て
実
現
し
た
人
物
と
確
信
し
た
。
館
内
を

見
た
後
、
ド
ラ
マ
館
前
で
、
来
館
者
の
動

画
コ
メ
ン
ト
発
表
が
準
備
し
て
あ
り
、
バ

ス
組
は
熊
本
走
ろ
う
会
を
元
気
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
そ
の
後
、
玉
名
高
校
の
校
庭
に

金
栗
翁
の
銅
像
が
あ
り
見
学
。
一
九
六
九

年
建
立
で
、
除
幕
式
に
は
、
金
栗
本
人
も

出
席
し
た
と
あ
る
。
併
せ
て
旧
制
中
学
の

戦
前
建
造
物
の
有
形
文
化
財
も
見
学
し

た
。
次
は
、
玉
名
市
立
歴
史
博
物
館
こ
こ

ろ
ピ
ア
へ
移
動
、
金
栗
足
袋
な
ど
ゆ
か
り

の
収
蔵
・
展
示
品
を
見
学
し
た
。
そ
し
て

南
関
第
三
小
学
校
を
訪
問
。
生
家
へ
と
向

か
い
ラ
ン
組
と
合
流
し
た
。
三
加
和
温
泉

の
ご
厚
意
で
、
休
憩
室
は
無
料
で
使
用
。

ラ
ン
で
噴
き
出
た
汗
は
、
三
加
和
の
温
泉

で
気
持
ち
良
く
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
一
つ
、
金
栗
さ
ん
繋
が
り
で
、

日
本
で
一
番
早
く
女
子
駅
伝
を
立
ち
上
げ

た
の
は
、
熊
本
陸
協
で
す
。
第
一
回
は
、

昭
和
四
十
七
年
一
月
三
十
日
「
マ
ラ
ソ
ン

の
金
栗
さ
ん
は
、
女
性
体
育
振
興
の
父
と

呼
ば
れ
る
。
出
身
地
に
ふ
さ
わ
し
い
ご
婦

人
た
ち
の
競
技
を
や
ろ
う
」
「
女
性
の
健

康
大
会
・
肥
満
防
止
策
」
と
う
た
っ
た
ら

も
っ
と
一
般
に
も
広
が
る
と
始
ま
っ
た
そ

う
で
す
。
昭
和
五
二
年
か
ら
五
四
年
に
か

け
て
熊
本
走
ろ
う
会
は
、
三
連
覇
し
て
い

ま
す
。
バ
ス
の
中
で
、
こ
の
話
を
し
た
と

こ
ろ
、
今
日
参
加
の
塚
本
さ
ん
、
永
塩
さ

ん
、
浅
野
さ
ん
が
、
そ
の
三
連
覇
に
関
係

し
て
い
た
と
聞
き
、
女
性
の
駅
伝
競
走
が

定
着
し
て
い
な
い
中
の
成
績
、
素
晴
ら
し

い
と
思
っ
た
。

　

今
回
、
金
栗
四
三
を
深
く
知
る
に
あ
た

り
、
読
ん
だ
本
が
、
「
走
れ
二
十
五
万
キ

ロ
復
刻
版
」
で
あ
る
。
著
者
は
、
長
谷
川

孝
道
氏
。
今
年
の
一
月
に
は
、
和
水
町
で
、

君
原
健
二
氏
の
講
演
と
長
谷
川
氏
の
娘
で

あ
る
樹
原
涼
子
ピ
ア
ノ
＆
ト
ー
ク
へ
車
椅

子
で
来
場
が
あ
っ
て
い
た
。
熊
日
の
新
聞

記
者
時
代
に
取
材
し
た
内
容
を
伝
記
本
と

し
て
残
し
た
こ
と
が
、
今
回
の
大
河
ド
ラ

マ
「
い
だ
て
ん
」
に
繋
が
っ
て
い
る
。
し
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か
し
、
今
年
の
四
月
に
八
十
七
歳
で
亡
く

な
ら
れ
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

熊
本
走
ろ
う
会
の
会
報
誌
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
情
報
を
得
た
。
歴
代
の
広
報
担
当
者

の
ご
努
力
に
敬
意
を
払
う
と
共
に
、
会
報

誌
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
身
か
ら
こ
れ
か

ら
の
、
会
報
発
行
に
も
期
待
し
た
い
と

思
っ
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
、
今
年
と

中
村
地
区
・
小
田
地
区
の
皆
様
、
和
水
町

役
場
職
員
の
皆
様
・
熊
日
玉
名
支
局
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
、
多
く
の
方
の
お
力
添
え

で
無
事
に
第
四
六
回
金
栗
四
三
マ
ラ
ソ
ン

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

会
員
の
皆
様
に
は
、
満
員
の
参
加
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
反
省
点
は
、
多
々

あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
、
次

回
の
長
距
離
ラ
ン
の
企
画
に
反
映
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
改
め
て
無
事
終
え
ま

し
た
事
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

参
加
者
名
簿

石
松
文
代　

池
田
光
明　

今
村
洋
一

浦
野
恵
子　

緒
方
竜
彦　

北
村
勇
次

倉
岡
英
夫　

後
藤
晴
喜　

斉
藤
睦
夫

坂
本
ひ
ろ
子　

城　

丘　

仙
波　

倫
子

田
島　

修
治　

平
野
明
美　
　

田
山
ゆ
か

塚
本
ヒ
サ
コ　

土
田
通
彦　

鶴
島
美
佐

冨
加
見
靖
夫　

永
塩
シ
ズ
子　

本
田
光
行

長
迫
登
志
子　

山
田
五
男　

山
田
美
智
子

山
本
真
也　

吉
次
雄
二　

笠
陵
一

浅
野
美
智
子　

池
田
宏
美　

出
田
秀
尚

上
村
広
子　

小
山
あ
つ
子　

佐
藤
美
智
恵

佐
藤
イ
ツ
子　

城
下
ひ
ず
る　

杉
本
宏
伸

竹
村
信
昭　

高
嶋
俊
夫　

田
代
治
彦

鶴
田
淳
一　

古
田
晴
美　

光
冨
孝
子

村
上
る
み
子　

小
牧
裕
子　

浅
井
美
栄
子

馬
宮
怜
子　

上
田
正
明　

上
田
猶
子

寺
本
幸
子　

西
川
博　
　
　

（
順
不
同
）

四
月
江
津
湖

　　

ゆ
う
ぐ
れ
練
習
会

①
日　
　

時　

四
月
三
日
（
水
）

　

集
合
場
所　

ば
っ
て
ん
の
湯

　

時　
　

間　

十
八
時
～

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
も
終
了
し
て
一

息
付
い
た
所
で
打
上
げ
の
話
に
な
り
、
練

習
会
常
連
者
の
他
に
も
「
飲
み
会
な
ら
」

と
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
津
湖
を
走
っ
て
温
泉
で
汗
流
し
て
参

加
す
る
人
、
温
泉
だ
け
入
っ
て
参
加
す
る

人
、
飲
み
会
だ
け
の
人
と
様
々
で
し
た
。

当
日
は
レ
ス
ト
ラ
ン
半
額
の
日
で
大
賑
わ

い
。
割
安
感
か
ら
食
う
は
飲
む
は
大
変
な

盛
り
上
が
り
で
店
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
付
く

ほ
ど
に
。
「
三
ヶ
月
に
一
っ
ぺ
ん
し
よ
う

か
」
の
話
も
出
る
ほ
ど
で
し
た
。
（
斉
藤
）

　

〈
参
加
者
十
名
〉

池
田
光
明　

石
松
文
代　

石
松
幸
則

今
村
洋
一　

上
村
広
子　

倉
岡
英
夫

斉
藤
睦
夫　

田
中
勇
三　

鶴
田
淳
一

長
溝
浩
二

②
日　
　

時　

四
月
十
日
（
水
）

　

集
合
場
所　

ば
っ
て
ん
の
湯

　

時　
　

間　

十
八
時
～

　

少
し
肌
寒
い
感
じ
で
し
た
。
今
年
の
桜

の
花
は
気
候
関
係
で
長
い
間
楽
し
め
、
今

回
は
花
と
花
じ
ゅ
う
た
ん
を
楽
し
め
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
倉
岡
）

　

〈
参
加
者
三
名
〉

倉
岡
英
夫　

鶴
田
淳
一　

長
溝
浩
二

③
日　
　

時　

四
月
一
七
日
（
水
）

　

集
合
場
所　

ば
っ
て
ん
の
湯

　

時　
　

間　

十
八
時
～

　

四
日
前
の
土
曜
日
に
１
０
０
キ
ロ
を

十
四
時
間
台
で
走
り
七
十
才
以
上
で
一
位

だ
っ
た
と
倉
岡
さ
ん
。
「
こ
れ
な
ら
も
う

し
ば
ら
く
は
長
距
離
ば
走
ら
る
る
。
五
月

連
休
で
の
一
七
二
キ
ロ
が
楽
し
み
。
」
他

の
二
人
は
び
っ
く
り
し
て
感
心
し
き
り
。

日
が
長
く
な
り
暖
か
い
夕
暮
ラ
ン
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
斉
藤
）

　

〈
参
加
者
三
名
〉

倉
岡
英
夫　

斉
藤
睦
夫　

鶴
田
淳
一

④
日　
　

時　

四
月
二
十
四
日
（
水
）

　

集
合
場
所　

ば
っ
て
ん
の
湯

　

時　
　

間　

十
八
時
～

　

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
て

こ
ら
れ
た
田
中
さ
ん
。
マ
ラ
ソ
ン
翌
日
の

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
の
火
災
の
生
中
継

を
テ
レ
ビ
で
観
た
そ
う
で
す
。
初
め
て
の

海
外
マ
ラ
ソ
ン
で
歴
史
的
な
事
件
に
遭
遇

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
斉
藤
）

　

〈
参
加
者
二
名
〉

斉
藤
睦
夫　

田
中
勇
三
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四
月
運
動
公
園

　
　

夕
暮
練
習
会

日　
　

時　

四
月
十
日
（
水
）

　
　
　
　
　

十
九
時
～

集
合
場
所　

運
動
公
園
パ
ー
ク
ド
ー
ム

　
　
　
　
　

室
内
プ
ー
ル
横

　

運
動
公
園
夕
暮
練
習
会
は
、
こ
れ
ま
で

も
ス
タ
ー
ト
前
と
終
わ
っ
て
か
ら
、
入
念

な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
専
門
家

で
あ
る
立
石
ジ
ュ
ニ
ア
が
参
加
し
た
の

で
、
本
格
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
好
評
で
す
。

　

今
夜
は
二
、
五
キ
ロ
の
周
回
コ
ー
ス
を

二
周
～
三
周
走
り
ま
し
た
。

　

〈
参
加
者
十
一
名
〉

池
田
宏
美　

今
村
洋
一　

小
牧
裕
子

後
藤
晴
喜　

坂
本
健
次　

仙
波
論
子

立
石
雅
揮　

田
山
ゆ
か　

鶴
島
美
佐

吉
次
雄
二　

笠　

陵
一

熊
本
空
港
周
回

交
流
深
め
た
初
の

女
子
会
ラ
ン
！

日　
　

時　

�

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
日

（
土
）

集
合
場
所　

エ
ミ
ナ
ー
ス
駐
車
場

時　
　

間　

午
前
八
時
～

　

初
夏
を
思
わ
せ
る
汗
ば
む
陽
気
の
中
、

女
子
十
一
名
が
エ
ミ
ナ
ー
ス
に
集
合
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
女
子
だ
け
の
ラ
ン
の
試

み
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
ク
の
二
人
に
見
送
ら
れ
九
人
で

ラ
ン
に
出
発
。
高
遊
原
自
衛
隊
基
地
を
抜

け
て
約
六
キ
ロ
、
新
緑
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
菊
池
の
ま
ん
ま
に

到
着
。
登
り
返
し
て
空
港
の
脇
道
を
滑
走

路
と
並
行
し
て
走
り
ま
し
た
。
飛
行
機
が

間
近
に
見
え
る
コ
ー
ス
で
す
。
離
着
陸
の

た
び
に
手
を
振
り
な
が
ら
大
歓
声
。
童
心

に
帰
っ
た
思
い
で
し
た
。
ゴ
ー
ル
の
エ
ミ

ナ
ー
ス
で
は
、
ウ
ォ
ー
ク
の
二
人
に
出

迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
約
三
時
間
、

十
八
キ
ロ
の
行
程
は
、
日
差
し
を
避
け
て

木
陰
で
休
憩
を
と
り
な
が
ら
、
熊
本
の
春

の
短
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
ラ
ン
ニ
ン

グ
で
し
た
。

　

入
浴
後
は
、
お
楽
し
み
の
ラ
ン
チ
バ
イ

キ
ン
グ
。
ラ
ン
チ
か
ら
参
加
の
二
人
を
交

え
て
、
約
二
時
間
は
、
女
子
ト
ー
ク
と
食

事
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
デ
ザ
ー
ト
も

全
種
類
を
制
覇
し
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
よ
り

摂
取
カ
ロ
リ
ー
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
晩
春
を
楽
し
み
、
交
流
を

深
め
る
女
子
会
ラ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

〈
参
加
者
十
三
名
〉

池
田
宏
美　

井
手
貴
美　

上
村
広
子

浦
野
恵
子　

小
牧
裕
子　

佐
藤
イ
ツ
子

佐
藤
美
智
恵　

末
永
知
子　

仙
波
諭
子

鶴
島
美
佐　

長
迫
登
志
子　

廣
田
祐
子

村
上
る
み
子

江
津
湖
周
回
ラ
ン
と

野
菜
収
穫
祭
第
２
弾

日　
　

時　

４
月
７
日
（
日
）
９
時
～

集
合
場
所　

広
木
公
園
江
津
湖
管
理
棟
前

　

４
月
２
１
日
に
予
定
し
て
い
た
「
江
津

湖
周
回
ラ
ン
と
野
菜
収
穫
祭
第
２
弾
」
で

あ
り
ま
し
た
が
、
収
穫
の
玉
ね
ぎ
と
春
菊

が
、
愛
情
の
こ
も
っ
た
手
入
れ
為
か
、「
予

想
以
上
に
生
育
が
早
く
、
２
１
日
で
は
旬

を
過
ぎ
て
し
ま
う
」
と
倉
岡
組
合
長
か
ら

の
連
絡
に
よ
り
、
当
初
の
予
定
を
早
め
て

７
日
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

散
り
惜
し
む
よ
う
に
舞
う
桜
の
花
び
ら

と
戯
れ
な
が
ら
自
然
豊
な
湖
畔
の
路
を
約

１
０
キ
ロ
走
っ
て
心
地
よ
い
汗
を
流
し
た

あ
と
、
近
く
の
「
倉
岡
農
園
」
に
移
動
、

組
合
長
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
食
べ
ご

ろ
に
熟
成
し
た
玉
ね
ぎ
、
春
菊
を
ま
る
で

園
児
の
遠
足
の
よ
う
に
燥
ぎ
な
が
ら
収

穫
し
て
、
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジW

e
b

会
報
よ
り
）

　

〈
参
加
者
１
６
名
〉

緒
方
竜
彦　

小
牧
裕
子　

古
田
春
美

佐
藤
美
智
恵　

坂
本
ひ
ろ
子　

浦
野
恵
子

石
松
文
代　

今
村
洋
一　

長
迫
登
志
子

坂
本
健
一
郎　

土
田
通
彦　

田
代
治
彦

倉
岡
英
夫　

田
中
勇
三　

鶴
田
淳
一

上
村
広
子

第
３
回

白
川
ミ
ド
ル
ラ
ン

日　
　

時　

４
月
１
４
日　

９
時
～

集
合
場
所　

熊
本
駅
前
広
場

　

め
ぐ
る
季
節
は
四
季
折
々
に
移
り
変
わ

り
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
淀
み
な
く
サ
ラ

サ
ラ
と
流
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
流
れ
に
身
を

任
せ
な
が
ら
、
限
り
あ
る
人
生
の
一
瞬
一
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瞬
を
謳
歌
す
る
よ
う
に
熊
本
駅
か
ら
、
白

川
に
架
か
る
最
後
の
橋
「
小
島
橋
」
ま
で

往
復
１
７
キ
ロ
の
堤
防
を
雲
雀
の
囀
り
に

調
子
を
合
わ
せ
な
が
ら
走
っ
た
。
当
日
は

小
島
橋
下
流
河
川
敷
の
白
川
滑
空
場
で
グ

ラ
イ
ダ
ー
搭
乗
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
翼
を
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
た
グ
ラ
イ

ダ
ー
が
頭
上
を
滑
る
よ
う
に
低
い
軌
跡
を

描
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
着
陸
し
て
い

く
。
熊
本
走
ろ
う
会
も
、
遅
い
あ
な
た
が

主
役
と
な
っ
て
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
に

健
康
と
い
う
長
い
軌
跡
を
描
き
な
が
ら
穏

や
か
に
そ
し
て
安
全
に
ゆ
っ
く
り
と
着
陸

態
勢
を
取
り
な
が
ら
豊
な
人
生
を
送
る
こ

と
を
本
来
の
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。（
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジW

e
b

会
報
よ
り
）

　

〈
参
加
者
１
２
名
〉

石
松
文
代　

 

今
村
洋
一　

池
田
光
明

江
上
幸
二　

緒
方
竜
彦　

小
牧
裕
子

城　

丘　

杉
本
宏
伸　

高
塩
生
也

田
代
治
彦　

鶴
田
淳
一　

満
田
悦
幸

四
三
先
生
墓
参
マ
ラ

ソ
ン
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て山

本
　
真
也

　

４
月
２
７
日
、
日
曜
日
の
バ
ス
で
、
玉

名
の
金
栗
四
三
先
生
の
墓
所
へ
移
動
。

　

平
野
先
輩
の
素
敵
な
ガ
イ
ド
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
到
着
。

　

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
、
玉
名
市
長
の
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
。
他
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
歓
待

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

さ
す
が
、
熊
本
走
ろ
う
会
。

　

墓
参
に
お
い
て
は
、
先
輩
の
般
若
心
経

に
あ
わ
せ
て
合
掌
。
こ
の
後
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
の
無
事
も
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
住
家
見
学
後
、
い
よ
い
よ
役

２
４
キ
ロ
、
和
水
町
の
生
家
目
指
し
て
の

ラ
ン
ス
タ
ー
ト
。
迷
い
そ
う
な
ポ
イ
ン
ト

で
は
メ
ン
バ
ー
が
ち
ゃ
ん
と
、
先
回
り
し

て
給
水
等
サ
ポ
ー
ト
対
応
、
あ
り
が
た
い

で
す
。
多
少
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
り
ま

し
た
が
、
新
緑
の
気
持
ち
の
良
い
空
気
と

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
四
三
先
生
の
母

校
の
小
学
校
に
到
着
。
ご
厚
意
で
、
ト
イ

レ
タ
イ
ム
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
い
だ
て
ん
通
学
ロ
ー
ド
下
校

編
ス
タ
ー
ト
。
約
６
キ
ロ
下
り
基
調
、
少

し
分
か
れ
道
あ
り
ま
し
た
が
、
案
内
板
に

ぎ
ゃ
ん
い
っ
て
ぎ
ゃ
ん
と
あ
り
ま
し
た

（
笑
い
）

　

そ
し
て
沿
道
で
は
、
大
会
並
み
の
声
援
、

す
ば
ら
し
か
ば
い
。

　

一
緒
に
走
っ
て
い
た
、
城
下
さ
ん
は
、

泣
き
よ
ら
し
た
。

　

し
か
し
、
登
校
は
、
登
り
、
と
つ
け
み

に
ゃ
ー
、
や
お
い
か
ん
。

　

約
４
０
分
で
や
っ
と
生
家
到
着
。
こ
こ

で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
用
意

し
て
頂
き
、
ゆ
っ
く
り
で
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
た
い
。
し
ば
ら
く
生
家
を
見
学

後
、
最
終
目
的
地
三
加
和
温
泉
へ
、
残
り

４
キ
ロ
、
い
よ
い
よ
、
平
成
最
後
の
墓
参

マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
す
。
頑

張
っ
て
走
り
ま
し
た
。
い
や
、
早
く
温
泉

に
浸
か
っ
て
ビ
ー
ル
が
飲
み
た
い
だ
け

か
？
笑

　

そ
の
後
１
５
時
３
０
分
頃
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。
帰
り
の
車
中
で
は
、
Ｒ
Ｋ
Ｋ

女
子
駅
伝
の
歴
史
、
熊
本
走
ろ
う
会
女
子

駅
伝
部
３
連
覇
の
猛
女
ぶ
り
の
話
等
々
、

愉
快
な
時
間
、
楽
し
い
１
日
を
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
令
和
の
時
代
も
元
気
に
ラ

ン
ニ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。
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2019　合志市カントリーパークリレーマラソン応援

　4 月 13 日合志市のカントリー

パークで開催されたリレーマラソ

ンに、ハイコムグループの皆さんが

参加するということなので、応援

に行ってきました。今回のメンバー

は 40 人ですが、半数が熊本走ろう

会の会員もしくは入会予定者とい

うことです。大会は熊本県農業公

園カントリーパーク内のクロスカ

ントリーコース（一周 2Km）を 4

人 ~21 人のたすきリレーによって

42.195Km を完走するもので、一

般、職場仲間、シニア、ジュニアの 4 部門があり、全体では 203 チーム 1865 人が参加、会場はいろ

とリどりのユニフォームを着たランナーであふれていました。ハイコムグループは　職場仲間部門に 2

組、40人で参加しましたが①ハイコムウオーターが3時間24分15秒で完走し、部門別111組中73位、

②ハイコムグループが 3 時間 22 分 29 秒で　部門別 63 位という見事な成績でした。各チーム最終ラ

ンナーがゴールするときは、50m ほど手前のコーナーからチーム全員が手をつなぎ、歓声をあげながら

一緒にゴールするもので、最後まで大会を盛り上げていました。そのあとさんさん公園で行われた打ち

上げのバーベキュー会にまで参加して、大変お世話になりました。　（今 村）

パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
の
美
尻
を
見
な
が
ら

─
初
め
て
の
海
外
レ
ー

ス
・
パ
リ
マ
ラ
ソ
ン
─

２
０
１
９
．
４
．
１
１
～
１
７

熊
本
市
　
　
田
中
　
勇
三

（
会
員
番
号
１
６
８
７
）

１
、
は
じ
め
に

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り
始
め
６
年
、
一
昨

年
ア
キ
レ
ス
腱
を
痛
め
１
０
か
月
治
療
に
専

念
、
走
れ
な
い
ジ
レ
ン
マ
と
の
戦
い
で
あ

り
、
そ
の
年
末
の
青
太
で
３
３
Ｋ
Ｍ
で
リ
タ

イ
ア
し
た
も
の
の
ど
う
や
ら
走
れ
る
状
態
に

戻
る
。
昨
年
の
熊
本
城
で
４
Ｈ
９
Ｍ
で
復
活
。

そ
の
反
動
か
、
そ
れ
か
ら
は
〝
サ
ブ
４
〟
を

目
指
し
て
の
挑
戦
の
今
シ
ー
ズ
ン
で
、
千
葉

ア
ク
ア
、
神
戸
、
青
太
、
熊
本
城
、
佐
賀
桜

の
５
つ
の
フ
ル
、
熊
本
３
０
Ｋ
Ｍ
に
エ
ン

ト
リ
ー
。
１
２
月
の
青
太
で
、
念
願
の
３
Ｈ

５
４
Ｍ
４
Ｓ
を
出
す
。
感
動
、
感
激
だ
。
そ

の
ご
褒
美
に
、
初
の
海
外
レ
ー
ス
〝
華
の
パ

リ
マ
ラ
ソ
ン
〟
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
。

２
、
マ
ラ
ソ
ン
ツ
ア
ー
で

　

世
界
各
地
の
海
外
レ
ー
ス
ー
ベ
ル
リ
ン
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
ボ
ス
ト
ン
、

シ
カ
ゴ
、
ホ
ノ
ル
ル
、
ロ
ン
ド
ン
、
ゴ
ー
ル

ド
コ
ー
ス
ト
・
・
・
な
ど
胸
と
き
め
く　

東

京
の
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
企
画
ガ
イ
ド
が

目
に
飛
び
込
む
。
─
ロ
ン
ド
ン
は
昨
３
月
次

女
家
族
の
最
後
の
イ
ギ
リ
ス
滞
在
な
の
で
妻

と
二
人
で
訪
問
、
そ
の
時
テ
ー
ム
ズ
河
畔
の

石
畳
、
あ
の
ダ
イ
ア
ナ
妃
の
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン

パ
ー
ク
な
ど
を
試
走
し
た
。
昨
８
月
に
ド
イ

ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
移
住
し
た
の
で
ベ

ル
リ
ン
マ
ラ
ソ
ン
と
思
い
つ
つ
も
、
時
期
が

折
り
合
わ
ず
、
４
０
年
前
文
部
省
派
遣
で
訪

れ
た
パ
リ
に
絞
る
。
世
界
の
人
気
観
光
地
の

第
一
位
が
〝
華
の
パ
リ
〟
と
い
う
。
納
得

で
一
人
エ
ン
ト
リ
ー
。
い
よ
い
よ
８
人
の
催

行
で
、
中
に
は
世
界
の
６
大
メ
ジ
ャ
ー
マ
ラ

ソ
ン
出
場
の
強
者
も
い
る
。
海
外
レ
ー
ス
初

は
小
生
の
み
、
肩
身
が
狭
い
。
が
、
持
ち
タ

イ
ム
は
７
４
歳
の
小
生
の
今
３
月
佐
賀
桜
で

の
３
Ｈ
４
８
Ｍ
１
４
Ｓ
が
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
の

よ
う
だ
、
肩
の
荷
が
下
り
る
。
羽
田
を
４
月

１
１
日
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
機
で
勇
躍
飛
び
立

つ
。
北
回
り
の
ロ
シ
ア
北
部
か
ら
ス
カ
ン
ジ

ナ
ビ
ア
半
島
を
か
す
め
て
の
１
２
時
間
の
フ

ラ
イ
ト
で
シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー
ル
空
港
に
無
事

着
陸
。
久
々
の
〝
華
の
街
〟
パ
リ
だ
。
胸
が

と
き
め
く
。

　

宿
舎
の
ハ
イ
ヤ
ッ
ト
ホ
テ
ル
は
、
凱
旋
門

北
１
Ｋ
Ｍ
の
所
で
６
０
階
建
て
、
パ
リ
の
市

街
を
一
望
で
き
る
。
眼
下
に
は
、
南
に
凱
旋

門
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
、

セ
ー
ヌ
川
な
ど
、
西
北
に
は
、
ブ
ロ
ー
ニ
ュ

の
森
が
広
が
る
。

３
．
パ
リ
マ
ラ
ソ
ン
と
は

　

１)

ブ
レ
イ
ク
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
ン

　

前
日
希
望
者
の
み
参
加
で
、
朝
３
℃
の

中
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
横
の
シ
ャ
ト
レ
公
園

広
場
に
約
２
０
０
０
人
が
集
ま
る
。
マ
ラ
ソ

ン
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
先
頭
は
ゆ
っ
く
り

７
分
／
Ｋ
Ｍ
を
守
ら
せ
る
た
め
の
誘
導
員
、

２
０
か
国
の
国
旗
を
持
つ
旗
手
、
日
の
丸
を

持
つ
大
阪
か
ら
の
者
に
聞
く
と
、
日
本
人
も

８
０
０
人
が
走
る
と
い
う
。
９
時
ス
タ
ー
ト
、

燃
え
た
シ
テ
島
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
を

見
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
中
を
通
り
、
セ
ー

ヌ
湖
畔
を
オ
ル
セ
ー
美
術
館
、
ブ
ル
ボ
ン
宮

を
眺
め
、
ソ
ル
フ
ェ
リ
ー
ノ
橋
を
渡
り
左
岸

を
走
る
。
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
手
前
を
左
折
、
５

Ｋ
Ｍ
の
ラ
ン
は
終
わ
る
。
朝
食
の
パ
ン
と
ポ

カ
リ
を
受
け
取
る
。
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
下
の

シ
ャ
ル
ド
マ
ン
ス
公
園
を
通
り
、
セ
ー
ヌ
湖

畔
か
ら
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
橋
を
渡
り
グ
ラ
ン

パ
レ
を
通
り
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
、
凱
旋
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門
を
走
り
１
時
間
、
ホ
テ
ル
に
帰
る
。
午
後

は
、
ハ
ー
ド
だ
が
Ｏ
Ｐ
で
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
、

セ
ー
ヌ
川
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
が
待
つ
。

２
）
当
日
の
パ
リ
マ
ラ
ソ
ン

　

１
５
０
Ｍ 
幅
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
を

柵
で
ス
タ
ー
ト
を
仕
分
け
、
テ
ロ
を
警
戒
し

て
の
厳
重
な
検
査
を
受
け
ブ
ロ
ッ
ク
へ
入

る
。
前
日
ま
で
、
例
の
イ
エ
ロ
ー
ベ
ス
ト
の

デ
モ
も
あ
っ
て
い
る
。
夜
中
に
準
備
し
た
の

か
。
ス
タ
ー
ト
は
、
凱
旋
門
の
シ
ャ
ン
ジ
ェ

リ
ゼ
通
り
か
ら
、
タ
イ
ム
順
に
、
段
階
的
に

ス
タ
ー
ト
ー
始
め
に
エ
リ
ー
ト
、
次
に
持
ち

タ
イ
ム
１
５
分
ご
と
に
１
０
～
３
０
分
間
隔

を
置
い
て
・
・
ス
タ
ー
ト
だ
け
で
２
時
間
か

か
る
。
・
何
せ
５
，
５
万
人
の
ラ
ン
ナ
ー
だ
。

兎
に
角
多
い
。
世
界
の
人
種
の
る
つ
ぼ
だ
。

が
、
英
語
で
話
し
か
け
る
と
気
軽
に
返
し
て

く
れ
る
。
待
つ
時
間
が
国
際
交
流
の
場
だ
。

「
遠
い
日
本
か
ら
よ
く
来
て
く
れ
た
。
」
の
会

話
も
。
お
互
い
の
健
闘
を
約
束
し
い
ざ
号
砲
。

　

直
線
１
Ｋ
Ｍ
石
畳
を
走
り
フ
ラ
ン
ス
革
命

で
ギ
ロ
チ
ン
台
の
置
か
れ
た
コ
ン
コ
ル
ド
広

場
か
ら
、
左
折
し
て
マ
ド
レ
ー
ヌ
教
会
前
を

通
り
オ
ペ
ラ
座
を
回
り
、
石
畳
の
続
く
リ
ボ

リ
通
り
を
東
へ
、
筋
温
が
上
が
り
額
は
汗
ば

み
始
め
、
防
寒
の
ビ
ニ
ル
を
５
Ｋ
Ｍ
地
点
で

沿
道
の
塵
箱
に
、
７
月
革
命
の
犠
牲
者
を
偲

ぶ
バ
ス
チ
イ
ー
ユ
広
場
、
や
や
登
り
が
始
ま

り
住
宅
街
へ
１
０
Ｋ
地
点
，
そ
し
て
１
２
世

紀
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
３
世
が
公
園
化
し
た
バ
ン

セ
ン
ヌ
の
森
を
周
回
し
８
Ｋ
は
平
坦
が
続

く
。
何
と
、
女
性
が
森
の
中
で
用
を
足
し
て

い
る
の
を
至
る
所
で
見
る
。
日
本
で
は
男
性

で
も
珍
し
い
の
に
随
分
と
お
お
ら
か
で
は
あ

る
。
小
生
も
日
本
人
の
美
徳
羞
恥
心
を
か
な

ぐ
り
捨
て
て
つ
い
で
に
・
・
バ
ン
セ
ン
ヌ
の

森
の
木
々
が
大
き
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
・

再
び
市
街
地
に
戻
り
２
０
Ｋ
Ｍ
，

　

こ
こ
ら
ま
で
は
、
５
分
～
５
分
１
５
秒
／

Ｋ
ペ
ー
ス
で
、
〝
サ
ブ
４
〟
ペ
ー
ス
を
５
分

近
く
上
回
り
快
調
に
飛
ば
す
。
憧
れ
の
パ
リ

ジ
ェ
ン
ヌ
の
美
尻
を
楽
し
む
余
裕
も
あ
っ
た

の
だ
が
、
・
・
・
が
、
や
は
り
「
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
寺
院
の
神
は
天
罰
を
与
え
た
の
で
あ

る
。
」
─
昨
晩
の
セ
ー
ヌ
川
ナ
イ
ト
ク
ル
ー

ズ
で
の
ワ
イ
ン
の
飲
み
す
ぎ
で
の
２
時
間
の

睡
眠
の
み
─
睡
眠
不
足
か
、
気
温
３
℃
な
の

に
ラ
ン
パ
ン
の
為
な
の
か
、
石
畳
の
連
続
で

足
に
来
た
の
か
、
オ
ー
バ
ー
ペ
ー
ス
な
の
か

２
３
Ｋ
Ｍ
地
点
で
大
腿
四
頭
筋
の
裏
側
が
釣

り
始
め
る
。
「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
。

先
月
の
佐
賀
桜
Ｍ
の
調
子
は
ど
こ
に
行
っ
た

の
か
。
」
と
思
い
な
が
ら
も
ペ
ー
ス
は
一
気

に
６
分
台
へ
ダ
ウ
ン
。
セ
ー
ヌ
河
畔
の
ト
ン

ネ
ル
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
か
な
り
き
つ
い
、

元
イ
ギ
リ
ス
皇
太
子
妃
ダ
イ
ア
ナ
の
終
焉
の

地
─
呪
い
が
降
り
か
か
っ
て
き
た
の
か
、
７

分
台
に
更
に
ダ
ウ
ン
、
後
ろ
髪
を
ダ
イ
ア
ナ

に
引
か
れ
て
い
る
感
じ
す
ら
あ
る
。
後
続
の

ラ
ン
ナ
ー
に
次
々
に
抜
か
れ
、
流
石
の
負

け
ず
嫌
い
も
悔
し
い
が
仕
方
な
い
と
半
ば
あ

き
ら
め
で
惨
め
で
あ
る
が
・
・
何
人
に
も

「W
h

a
t

’t h
a
p
p
e
n
e
d
?

」
「W

a
s
 is

t 

p
a
s
s
ie
rt?

」
「C

e
 q

u
i s

'e
s
t p

a
s
s
e
'?

」

声
を
か
け
て
く
れ
る
。
心
が
和
む
。
世
界
の

ラ
ン
ナ
ー
は
心
が
優
し
い
。
心
は
一
つ
だ
。

世
界
は
一
つ
だ
。
こ
れ
が
ス
ポ
ー
ツ
の
心
だ
。

　

給
水
所
が
待
ち
遠
し
い
。
パ
リ
の
シ
ン
ボ

ル
・
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
上
か
ら
「
勇
ち
ゃ
ん
、

頑
張
れ
」
と
一
昨
年
百
歳
で
旅
立
っ
た
亡
母

の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。
湖
畔
を
右
折

し
、
パ
リ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
香
り
漂
う
高
級

住
宅
街
へ
、
３
３
Ｋ
Ｍ
地
点
、
あ
と
１
０
Ｋ

Ｍ
─
─
普
段
は
最
後
の
ス
パ
ー
ト
な
の
に
一

向
に
ペ
ー
ス
が
上
が
ら
な
い
。
レ
ッ
グ
ウ

オ
ー
マ
ー
を
ぐ
っ
と
上
げ
大
腿
四
頭
筋
の
冷

え
を
カ
バ
ー
し
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
。
緑
濃
い

パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
の
憩
い
の
場
で
ロ
ン
ド
ン
の

ハ
イ
ド
パ
ー
ク
も
手
本
に
し
た
ブ
ロ
ー
ニ
ュ

の
森
へ
―
―
―
パ
リ
は
緯
度
が
樺
太
中
部
と

同
じ
で
風
は
冷
た
く
ま
だ
ま
だ
森
の
プ
ラ
タ

ナ
ス
は
若
葉
の
季
節
で
は
な
い
が
、
最
後
３

ｋ
ｍ
は
残
り
の
力
を
振
り
絞
り
、
渾
身
の
力

で
６
分
台
に
、
森
を
抜
け
て
凱
旋
門
の
西
の

フ
ォ
ッ
シ
ュ
大
通
り
の
ゴ
ー
ル
へ
。
な
ん
と

４
Ｈ
３
８
Ｍ
８
Ｍ
─
タ
イ
ム
と
し
て
は
全
く

不
本
意
で
あ
る
。
が
、
花
の
街
パ
リ
を
十
分

に
堪
能
し
た
で
は
な
い
か
。
自
分
を
慰
め
る
、

海
外
レ
ー
ス
で
の
〝
サ
ブ
４
〟
の
狙
い
は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
、
ま
た
来
シ
ー
ズ
ン
の

リ
ベ
ン
ジ
を
期
し
、
完
走
メ
ダ
ル
を
手
に
し

た
こ
と
を
大
き
な
喜
び
と
し
て
パ
リ
マ
ラ
ソ

ン
を
終
え
た
。

４
、
フ
ラ
ン
ス
に
酔
い
堪
能

　

Ｏ
Ｐ
と
し
て
、
パ
リ
か
ら
南
西
へ
２
０
Ｋ

に
あ
る
４
０
年
ぶ
り
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿

へ
。
ガ
イ
ド
の
日
本
人
大
学
非
常
勤
講
師
の

流
麗
な
る
説
明
に
は
、
時
の
流
れ
を
１
７
～

１
８
世
紀
の
ル
イ
１
４
世
の
統
治
時
代
に

誘
っ
て
く
れ
た
。
流
石
で
あ
る
。

　

レ
ー
ス
前
日
の
セ
ー
ヌ
川
ナ
イ
ト
ク
ル
ー

ズ
は
、
ワ
イ
ン
に
、
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
に
、
遊

覧
船
に
酔
っ
た
圧
巻
の
４
時
間
の
船
旅
で
あ

る
。
緯
度
が
高
く
８
時
半
で
や
っ
と
薄
暮
で

白
夜
の
感
じ
す
ら
あ
る
。

　

レ
ー
ス
翌
日
は
、
パ
リ
か
ら
西
へ
３
時
間

の
モ
ン
サ
ン
ミ
ッ
チ
エ
ル
へ
、
途
中
ジ
ャ
ン

ヌ
ダ
ル
ク
の
生
誕
地
ヌ
ー
ア
ン
を
訪
ね
、
夕

方
５
時
過
ぎ
に
ホ
テ
ル
着
。
早
速
、
片
道
５

Ｋ
の
モ
ン
サ
ン
ミ
ッ
チ
エ
ル
島
へ
、
海
岸
の

風
は
相
変
わ
ら
ず
冷
た
い
。
２
往
復
し
目
に

焼
き
付
け
ホ
テ
ル
へ
。
Ｔ
Ｖ
で
は
昨
日
ま
で

３
日
間
見
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
が
燃
え

て
い
る
で
は
な
い
か
。
驚
き
で
あ
る
。
一
晩

中
生
中
継
が
あ
る
。
マ
ク
ロ
ン
首
相
は
５
年

で
修
復
す
る
と
い
う
。
世
界
の
貴
重
な
文
化

遺
産
炎
上
の
日
に
フ
ラ
ン
ス
滞
在
と
は
・
・
・

ま
し
て
や
昨
日
ま
で
３
日
間
は
寺
院
の
見
納

め
だ
っ
た
の
か
。
奇
縁
を
強
く
す
る
。

　

翌
日
は
、
最
後
の
日
─
帰
り
に
世
界
で
一

番
小
さ
く
美
し
い
村
ブ
ブ
ロ
ア
ン
オ
ー
ジ
ュ

へ
─
１
３
世
紀
の
木
造
の
建
物
が
現
存
し
使

わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
落
ち
着
い
た
石
や
木

の
文
化
の
良
さ
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
日
本

と
違
い
、
古
い
も
の
を
大
事
に
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
精
神
文
化
が
今
尚
健
在
で
あ
っ

た
。
海
外
初
レ
ー
ス
を
終
え
、
８
日
ぶ
り
に

日
本
の
地
に
降
り
立
っ
た
。

５
、
終
わ
り
に

　

今
度
、
マ
ラ
ソ
ン
と
海
外
旅
行
と
い
う
二

つ
の
目
的
を
同
時
に
実
現
で
き
た
喜
び
は
大

き
い
。
こ
れ
も
偏
に
健
康
な
体
に
産
ん
で
く

れ
た
今
は
亡
き
父
母
に
感
謝
あ
る
の
み
で
あ

る
。
そ
れ
に
、
昨
年
１
０
月
ド
イ
ツ
の
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
へ
次
女
家
族
の
引
っ
越
し
手
伝

い
に
行
っ
た
と
し
て
辞
退
し
た
妻
に
は
気
の

毒
な
思
い
で
も
あ
る
。
来
年
は
、
昨
年
の
イ

ギ
リ
ス
同
様
二
人
で
行
き
、
ベ
ル
リ
ン
マ
ラ

ソ
ン
を
応
援
し
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。

　

そ
れ
に
、
も
っ
と
英
語
、
独
語
を
操
り
、

国
際
人
と
し
て
、
世
界
の
ラ
ン
ナ
ー
と
交
流

し
た
い
。
今
、
国
際
化
、
情
報
化
の
時
代
で

あ
る
。
国
境
は
な
い
。
そ
れ
に
、
来
年
は
海

外
レ
ー
ス
で
初
の
〝
サ
ブ
４
〟
達
成
の
た
め
、

鍛
錬
し
て
い
き
た
い
。
決
し
て
〝
年
寄
り
の

冷
や
水
〟
と
言
わ
れ
た
く
な
い
た
め
に
も
。
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※
　
100kラ

ン
は
、
100k以

上
の
超
ウ
ル
ト
ラ
も
含
む
。
　
◎
　
新
規
登
録
者
　
○
年
内
登
場
者
　
△
　
復
活
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
31年

４
月
締
め
分

***** 
う

さ
ぎ

た
ち

と
亀

た
ち

の
動

き
（

年
齢

順
）

�
�

�
�

�
 

会
員

N
O

氏
　
　
名

年
齢

走
歴

フ
ル

マ
ラ

ソ
ン

5
0
k

ラ
ン

1
0
0
k

ラ
ン

月
間

勝
敗

月
間

走
行

km
年

間
走

行
km

生
涯

走
行

km
ち

ょ
っ

と
一

言
、

反
省

と
希

望
を

込
め

て

1
3
1
3

馬
渡

　
文

雄
8
5

2
5

1
1

4
0

2
0
＞

1
0

5
5

1
7
6

4
7
,0

8
6

庭
の

植
木

剪
定

中
、

雑
草

も
目

立
つ

様
に

な
り

、
除

草
も

ま
ま

な
ら

ず
。

9
5
9

牧
野

　
佐

吉
8
4

4
6

4
6

3
0

2
1
＞

7
3
1

9
4

7
5
,3

2
0

何
ん

と
か

ゆ
っ

く
り

や
っ

て
い

ま
す

。

1
0
0
0

村
山

　
　

巧
8
4

3
5

3
3

0
0

3
0
＞

0
9
8

3
8
0

1
5
1
,2

9
5

葉
桜

一
直

線
１

５
０

０
ｍ

を
散

策
。

平
成

の
時

代
が

長
か

っ
た

の
か

、
短

か
っ

た
の

か
わ

か
ら

ず
。

2
0
1

鈴
木

　
三

雄
8
3

4
5

1
6
2

9
9

2
5
＞

5
1
8
3

7
7
4

8
8
,1

5
6

寒
暖

定
ま

ら
ぬ

晩
春

、
今

走
ら

な
い

と
又

暑
い

夏
が

来
る

ぞ
と

思
う

け
ど

、
若

干
不

足

1
0
1
4

藤
川

　
久

昭
8
3

7
3

3
3

0
0

1
4
＜

1
6

8
0

3
7
4

1
2
2
,0

8
5

高
齢

を
実

感
す

る
月

間
走

行
で

す
。

1
2
2
0

出
田

　
秀

尚
8
0

2
3

4
0

0
2
6
＞

4
2
2
7

1
,1

3
8

4
3
,9

8
0

8
０

歳
の

走
法

、
大

き
く

・
足

う
ら

感
じ

・
ゆ

っ
く
り

1
1
6
9

木
下

　
文

洋
7
8

3
1

2
8

0
0

1
6
＞

1
4

4
5

1
9
6

4
9
,1

5
3

令
和

お
め

で
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
も

う
少

し
新

時
代

を
楽

し
み

た
い

も
の

で
す

。

1
3
7
4

魚
住

　
　

稔
7
8

1
3

1
0

0
1
5
＝

1
5

8
6

3
6
1

1
6
,2

2
6

南
関

マ
ラ

ソ
ン

５
ｋ
ｍ

参
加

。

2
0
3

長
廣

　
健

治
7
6

4
8

1
3

0
0

3
＜

2
7

1
5

4
0

4
7
,4

1
0

ま
だ

ま
だ

身
体

に
自

信
が

な
く
、

走
れ

ま
せ

ん

2
8
8

杉
本

　
宏

伸
7
6

4
4

6
7

0
0

2
6
＞

4
2
4
1

5
8
1

8
2
,6

5
1

久
し

ぶ
り

に
ま

じ
め

に
走

り
ま

し
た

。

1
4
0
8

田
村

　
邦

夫
7
5

2
9

1
7

1
0

2
3
＞

7
1
7
4

6
5
9

3
1
,0

6
1

令
和

に
な

り
ま

し
た

が
、

ぼ
ち

ぼ
ち

走
り

で
す

。

1
6
8
7

◎
田

中
勇

三
7
4

6
1
3

0
0

2
1
＞

9
1
9
4

8
3
2

6
,4

9
2

佐
賀

さ
く
ら

フ
ル

３
時

間
４

８
分

１
４

秒
で

２
回

目
の

サ
ブ

４
、

日
本

ラ
ン

キ
ン

グ
７

４
歳

で
３

位
内

狙
い

ま
す

。

1
3
6
4

今
村

　
洋

一
7
4

1
5

37
1

5
1
7
＞

1
3

1
8
1

6
7
6

3
8
,9

6
7

今
年

も
金

栗
翁

墓
参

＆
ゆ

か
り

の
地

を
巡

る
ラ

ン
２

4
キ

ロ
を

走
り

ま
し

た
。

1
3
7
2

田
嶋

　
修

治
7
3

3
0

79
0

1
2
2
＞

8
2
4
0

1
,0

4
7

5
7
,6

8
6

金
栗

四
三

墓
参

マ
ラ

ソ
ン

に
参

加
し

ま
し

た
が

、
地

元
の

人
の

歓
迎

も
あ

り
楽

し
い

一
日

で
し

た
。

1
3
6
1

倉
岡

　
英

夫
7
1

4
5

124
6

1
9

2
0
＞

1
0

5
0
4

1
,6

1
9

7
4
,3

2
5

島
根

奥
出

雲
ウ

ル
ト

ラ
１

０
０

キ
ロ

完
走

。
年

代
別

で
１

位
で

し
た

。

1
4
5
8

斉
藤

　
睦

夫
7
1

2
2

3
9

0
0

1
2
＜

1
8

9
5

5
8
4

2
2
,7

5
3

大
阪

道
頓

堀
の

金
栗

翁
モ

デ
ル

、
グ

リ
コ

の
看

板
前

川
べ

り
を

早
朝

ラ
ン

し
ま

し
た

。

1
2
0
0

釘
島

　
京

平
7
1

3
1

88
6

2
0

2
7
＞

3
2
1
5

7
7
2

8
8
,9

8
0

金
栗

ロ
ー

ド
を

走
り

、
新

酒
ま

つ
り

で
ノ

ド
を

う
る

お
す

。
帰

路
が

大
変

。

1
5
2
2

池
田

　
光

明
7
0

3
0

3
1

1
0

1
9
＞

1
1

3
2
9

1
,3

1
6

4
0
,3

9
0

令
和

も
楽

し
ん

で
走

り
ま

す
。

【
そ

れ
が

一
番

で
す

ね
】

1
6
2
9

○
坂

本
健

次
7
0

3
3

0
0

0
1
5
＝

1
5

1
6
6

6
1
6

4
8
,2

0
4

以
前

右
足

を
強

打
し

ま
し

た
が

、
や

っ
と

調
子

が
出

て
き

ま
し

た
。

1
4
6
1

上
野

　
　

陽
6
8

1
0

3
5

0
2

2
8
＞

2
2
5
1

6
6
7

3
0
,5

6
6

令
和

時
代

も
健

康
志

向
で

走
り

ま
す

。

1
5
0
9

末
永

　
知

子
6
8

8
2
4

2
1

2
0
＞

1
0

1
8
8

7
6
0

1
3
,2

7
2

女
子

ラ
ン

は
楽

し
か

っ
た

で
す

。
車

が
少

な
く
楽

し
く
走

れ
ま

し
た

。

9
8
6

田
中

　
栄

喜
6
8

3
9

1
9

1
8

2
5
＞

5
1
9
0

7
3
4

5
2
,7

3
3

頑
張

っ
て

い
ま

す
。

1
5
1
3

土
田

　
通

彦
6
7

8
1
4

0
0

2
8
＞

2
2
4
8

1
,0

0
8

1
8
,0

4
3

４
月

１
日

に
、

益
城

町
陸

上
競

技
場

が
復

旧
オ

ー
プ

ン
し

ま
し

た
。

自
宅

か
ら

ジ
ョ

グ
で

利
用

し
て

い
ま

す
。

1
1
2
0

河
野

か
よ

子
6
7

3
4

4
9

4
1
9

1
4
＜

1
6

5
1

2
2
3

5
2
,9

3
4

さ
わ

や
か

な
朝

夕
を

、
少

し
だ

け
走

っ
て

い
ま

す
。

1
2
6
5

田
代

　
治

彦
6
7

3
4

2
6

0
0

1
0
＜

2
0

1
3
0

4
5
5

6
9
,4

8
4

江
津

湖
練

習
会

後
の

野
菜

収
穫

、
玉

ね
ぎ

、
春

菊
美

味
し

か
っ

た
で

す
。

1
0
6
6

小
牧

　
裕

子
6
6

3
3

3
5

0
1
6

8
＜

2
2

8
6

4
8
1

6
8
,5

0
2

私
用

多
く
、

月
間

目
標

の
１

０
０

キ
ロ

超
え

成
ら

ず
、

反
省

。

1
5
0
8

末
永

　
茂

朗
6
6

8
1
5

0
0

1
6
＞

1
4

1
7
0

8
0
4

1
1
,9

0
0

孫
の

世
話

で
、

あ
ま

り
走

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。

1
2
4
9

吉
良

　
 　

優
6
5

1
4

0
0

0
3
0
＞

0
3
3
5

1
,4

6
9

5
2
,3

6
6

２
０

日
は

６
６

歳
の

誕
生

日
、

旅
行

し
た

３
日

間
走

ら
ず

。

1
6
4
7

　
北

村
　

勇
次

6
4

2
9

5
4

9
1

1
5
＝

1
5

1
8
6

7
0
0

3
4
,5

7
8

金
栗

四
三

翁
墓

参
マ

ラ
ソ

ン
、

地
元

の
方

々
の

歓
迎

に
感

動
し

ま
し

た
。

1
5
8
8

本
田

　
敏

朗
6
4

1
5

1
6

1
1

2
3
＞

7
1
8
1

8
8
4

2
8
,7

4
9

令
和

も
頑

張
り

ま
ー

す
。

1
4
3
4

金
城

　
永

治
6
2

3
1

2
9

0
0

1
4
＜

1
6

1
2
3

5
9
8

3
5
,2

9
3

ゴ
ー

ル
デ

ン
ウ

イ
ー

ク
、

少
し

休
み

ボ
ケ

。

1
4
4
9

山
本

   　
恵

6
1

1
2

2
0

1
3

ー
ー

1
1
0

1
5
,8

6
1

し
ば

ら
く
休

み
中

1
4
4
6

出
端

　
文

男
6
0

2
6

4
1

5
1
2

1
4
＜

1
6

1
6
7

8
3
4

4
0
,6

4
5

今
月

も
膝

痛
に

め
げ

ず
走

り
ま

す
。

1
5
0
3

佐
藤

　
絹

代
6
0

7
2
8

1
4

1
6
＞

1
4

2
7
4

7
4
2

1
4
,7

7
1

５
月

３
,４

佐
世

保
島

原
城

ウ
ル

ト
ラ

ウ
オ

ー
ク

１
０

５
キ

ロ
に

向
け

練
習

し
、

女
性

２
位

入
賞

で
し

た
。

1
6
0
9

坂
本

　
淳

一
5
8

5
1
5

0
0

2
3
＞

7
3
3
1

1
,1

7
1

1
0
,8

3
3

4
月

は
，

自
己

最
高

の
3
3
0
Ｋ

超
え

達
成

！
令

和
最

初
の

大
会

は
、

初
の

フ
ル

超
え

の
橘

湾
８

０
k,努

力
し

た
つ

も
り

な
の

で
，

後
は

気
力

・
体

力

1
1
9
4

石
松

　
文

代
5
8

2
7

2
2

0
8

1
9
＞

1
1

2
7
6

8
6
4

3
7
,5

2
8

体
調

戻
り

、
３

月
に

走
れ

な
か

っ
た

分
頑

張
り

ま
し

た
。

1
5
6
8

坂
本

ひ
ろ

子
5
5

7
1
7

2
1

2
4
＞

6
3
0
5

1
,0

5
9

1
3
,1

5
3

今
月

は
い

っ
ぱ

い
休

み
が

あ
っ

た
の

で
、

頑
張

っ
て

走
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。

1
6
1
9

松
本

　
義

広
5
5

3
6

2
0

0
2
5
＞

5
1
7
5

2
,0

8
0

1
2
,0

8
0

こ
れ

か
ら

雨
が

多
く
な

る
と

思
い

ま
す

が
、

パ
ー

ク
ド

ー
ム

の
周

回
で

頑
張

り
ま

す
。

1
5
0
5
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名
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一
5
5

9
25

8
2
0

2
0
＞

1
0

2
6
3

7
1
9

2
8
,3

4
6

只
今

ウ
ル

ト
ラ

モ
ー

ド
へ

突
入

中
、

や
っ

ぱ
り

夏
が

す
き

だ
な

あ
。

1
5
4
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緒
方
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彦
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4

1
1
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0

2
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＞
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1
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5
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今
日

も
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こ
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に
感
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伸
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＜
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2
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6
9
1

2
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3

い
だ

て
ん

！
と

つ
け

む
に

ゃ
ー

○
　

令
和

の
新

元
号

を
迎

え
、

気
持

ち
を

新
た

に
し

て
走

る
人

が
多

い
よ

う
で

す
。

〇
　

フ
ル

マ
ラ

ソ
ン

シ
ー

ズ
ン

終
了

で
す

。
シ

ー
ズ

ン
オ

フ
の

走
り

込
み

が
大

切
で

す
ね

。

〇
　

数
字

に
誤

り
が

あ
っ

た
ら

、
担

当
者

に
連

絡
し

て
く
だ

さ
い

。
走

歴
は

新
年

に
な

り
、

全
員

一
律

に
プ

ラ
ス

１
年

し
ま

し
た

。
数

字
に

誤
り

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

担
当

者
に

連
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し
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く
だ
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。
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田
中

勇
三
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ん

新
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場
で

す
。

よ
ろ

し
く
お

願
い

し
ま

す
。

こ
の

欄
へ

の
参

加
者

を
募

集
し

て
い

ま
す

。

〇
　

担
当

者
の

連
絡

先
は

下
記

の
通

り
で

す
。

締
切

り
（
毎

月
５

日
）

を
厳

守
し

て
く
だ

さ
い

。



熊本走ろう会　11

会
員

N
O

氏
　
　
名

年
齢

走
歴

フ
ル

マ
ラ

ソ
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.n
e
.jp

	
電

話
・
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Ｘ
　

０
９

６
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３
６

８
－

８
６

３
９

　
　

　
携

　
　

帯
　

０
９

０
－

４
３

４
６

－
２

２
９

７

	
住

　
　

所
　

〒
8
6
1
-
2
1
0
3
　

熊
本

市
東

区
若

葉
５

丁
目

２
－

７
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投
句
順

★　

合
志
市　
　
　

長
廣　

健
治

こ
っ
そ
り　

マ
マ
か
ら
貰
ろ
た
メ
モ
用
紙

痛
か
っ
た　

県
立
に
落
ち
私
立
行
き

勘
違
い　
　

彼
女
二
度
目
て
言
い
よ
ら
す

★　

不
知
火　
　
　

松
村　

鉄
庵

こ
っ
そ
り　

通
い
始
め
た
ラ
イ
ザ
ッ
プ

痛
か
っ
た　

年
金
前
の
奢
り
酒

勘
違
い　
　

ウ
イ
ン
ク
じ
ゃ
な
か
目
に
ゴ
ミ
が

★　

四
方
寄
町　
　

城　

憲
二

こ
っ
そ
り　

合
格
掲
示
孫
の
為

痛
か
っ
た　

び
っ
こ
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
イ
ン

勘
違
い　
　

四
月
馬
鹿
と
は
つ
ゆ
知
ら
ず

★　

益
城
町　
　
　

土
田　

麓
山

こ
っ
そ
り　

勉
強
す
れ
ば
気
持
ち
よ
か

痛
か
っ
た　

あ
ん
時
あ
が
ん
し
と
け
ば
な

勘
違
い　
　

そ
れ
が
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
ん

★　

黒
髪　
　
　
　

八
郷　

佳
江

こ
っ
そ
り　

小
腹
が
空
い
て
つ
ま
み
食
い

痛
か
っ
た　

飲
み
方
続
き
札
が
飛
ぶ

勘
違
い　
　

親
子
で
似
と
る
電
話
声

★　

大
江　
　
　
　

堀
田　

香
露

こ
っ
そ
り　

あ
と
付
け
て
い
く
ラ
ン
ド
セ
ル

痛
か
っ
た　

仁
義
公
儀
も
や
お
い
か
ん

勘
違
い　
　

そ
っ
く
り
だ
っ
た
禿
げ
具
合

★　

甲
佐
町　
　
　

坂
本　

鮎
健

こ
っ
そ
り　

体
重
ふ
え
て
走
り
よ
る

痛
か
っ
た　

好
み
の
時
計
人
の
物

勘
違
い　
　

後
ろ
姿
が
妻
に
似
て

★　

九
品
寺　
　
　

杉
浦　

照
子

こ
っ
そ
り　

貯
め
て
は
誰
に
や
ろ
う
か
な

痛
か
っ
た　

人
の
口
に
は
戸
は
立
た
ん

勘
違
い　
　

と
て
も
親
子
ち
ゃ
思
わ
れ
ん

★　

世
安
町　
　
　

山
本　

夢
太
郎

こ
っ
そ
り　

お
れ
の
ヘ
ソ
ク
リ
さ
が
す
お
れ

痛
か
っ
た　

あ
る
と
思
っ
た
２
万
円

勘
違
い　
　

妻
の
ほ
ほ
え
み
あ
と
こ
わ
い

★　

世
安
町　
　
　

山
本　

笑
恵

こ
っ
そ
り　

走
る
つ
も
り
が
バ
レ
バ
レ
で

痛
か
っ
た　

や
っ
ぱ
り
フ
ル
は
バ
チ
あ
た
り

勘
違
い　
　

治
っ
た
は
ず
の
足
だ
っ
た

★　

黒
髪　
　
　
　

塚
本
ヒ
サ
コ

こ
っ
そ
り　

人
の
目
引
い
て
取
り
乱
す

痛
か
っ
た　

思
い
出
す
た
び
目
に
涙

勘
違
い　
　

あ
れ
よ
こ
れ
よ
と
思
い
出
す

★　

戸
島
西　
　
　

微
酒
Ｒ
Ｕ
Ｎ

こ
っ
そ
り　

隠
れ
た
つ
も
り
肉
は
み
で

痛
か
っ
た　

娘
旅
立
つ
胸
と
金　

勘
違
い　
　

令
和
挟
む
と
年
齢
は
？

★　

下
南
部　
　
　

田
川　

昭
仁

こ
っ
そ
り　

こ
ぎ
ゃ
ん
所
で
ネ
ズ
ミ
取
り

痛
か
っ
た　

ゴ
ー
ル
手
前
で
つ
こ
け
と
る

勘
違
い　
　

後
ろ
姿
は
嬶
だ
っ
た

★　

下
南
部　
　
　

田
川　

公
女

こ
っ
そ
り　

孫
の
寝
顔
の
む
ぞ
ら
し
さ

痛
か
っ
た　

見
回
し
て
か
ら
そ
っ
と
起
き

勘
違
い　
　

話
ァ
平
行
線
の
ま
ま

で
は

　

六
月
号
の
課
題
（
笠
）
で
す

①　

し
ょ
の
む
な

②　

ぬ
け
ぬ
け
と

③　

大
失
敗

ハ
ガ
キ
に
【
各
笠
１
句
】
書
い
て
五
月
七
日
（
火
）
ま

で
左
記
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。

東
区
下
南
部
三
丁
目
五

－

一
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スマートフォンの

使い方がわからな

いわ。 

毎月の料金を安く

するにはどうした

らいいかしら。 

会員番号１４４７ 

株式会社ハイコム 

代表取締役 甲斐 達也 

使い方はいつでも丁寧

に ご 説 明 い た し ま

す！！ 

最適な料金プランもわ

かりやすくご案内いた

します！！ 

はじめての携帯電話 かんたんケータイ 

スマートフォン 料金診断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



　熊本走ろう会 14

熊本市中央区下通

出田　秀尚
http://kumamotohashiroukai.com/

社会福祉法人 上ノ郷福祉会
会長 宮﨑正二 会員番号１４６４ 

特別養護老人ホームこぼり苑

障がい福祉サービス事業所季の庭

上ノ郷保育園

ＴＥＬ ３５８－５６８８ ＦＡＸ ３５８－７７５８

〒８６１－４１０９ 熊本市南区護藤町１５８６ 

ｗｗｗ.ｋｏｂｏｒｉｅｎ.ｏｒ.ｊｐ 


